B5用紙

（定例・個人）　　　　　　　　　　　　　　　（報告　　赤石　　　）　

	山（山域・ルート）宝川ナルミズ沢遡行～朝日岳


【日時】１７年　７月１７日（日）～　７月１８日（月）（　１泊２日）　

【メンバー】

（P/L）中村・田中・浜野・石川・簑島・後藤・小川・赤石　（計　８名）
【行動記録】
７/１７（日） 旧桜木公民館前6:15－赤城高原SA8:05－ゲート9:35－徒渉点12:55－ウツボギ沢出合14:45－大石沢出合17:10
７/１８(月）　大石沢出合5:55－二俣8:40－登山道10:40－朝日岳12:45－大石沢出合15:05－ウツボギ沢出合17:15－徒渉点18:30－林道ゲート21:30－赤城高原ＳＡ23:10－大宮1:20　　　　　　　　　　上り　15時間　下り　10時間
【装備・食料等】

共同装備：ﾄﾗﾝｼｰﾊﾞｰ、携帯電話、ﾂｪﾙﾄ２、ﾃﾝﾄ3人用×２、ｻﾞｲﾙ9mm×20ｍ、救急箱、ｺｯﾌｪﾙ 、新聞紙、ｶﾞｽ、ﾊﾞｰﾅｰ、ﾅｲﾌ、まな板、17日夕飯、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

個人装備：ﾍｯﾄﾞﾗｲﾄ、雨具、ﾃﾝﾄﾏｯﾄ、防寒具、ｼｭﾗﾌ、沢登り用具、17日昼飯、18日分朝・昼飯、行動食　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【感想】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　ガイドによると、ナメが美しく、スケールが大きく、源頭部は天国の様と絶賛。沢登りでの泊り山行は初体験。関越道を北上し水上ICから宝川温泉を越えて砂利の悪路を数十分、前日の集中豪雨が大きな水溜りで残っている。車がなければここも歩くのかと気が遠くなりそうな所だ。駐車場にはすでに土曜からの入山で車が多い。共同装備の分担、入山準備をしていると下山してくるﾊﾟｰﾃｨｰがいる。林道が長い、途中舗装路が出てしばらくして砂利にもどるというﾊﾟﾀｰﾝが何回か続きちょっといやになる。ある舗装路は日陰でうっすら苔むしており、足を取られた。終点からやっと登山道へ、早くも荷が肩に食い込み始める。左は切り立った崖で道幅狭い上ぬかるみが多く、時に手を使わなければならない。重荷がﾊﾞﾗﾝｽを崩す。ｴﾝﾚｲｿｳ､ﾂｸﾊﾞﾈｿｳの並んだ所を中間に過ぎて昼過ぎにやっと徒渉点。水量が大変多い。こんな所渡れるのだろうか？登って行けるのか？沢装備に切替て入渓するとどう選んでも腰まで浸かる所がある。水圧が脇腹に鈍く重くに押してくる。始めは恐る恐るでﾊﾞﾗﾝｽ崩しがちだったが、慣れてくるとある程度ﾒﾘﾊﾘのある勢いがあったほうが渡渉しやすいようだ。浅ければｼﾞｬﾌﾞｼﾞｬﾌﾞ沢登りだが、こんな川だと此方か彼方か登っていきやすい方を探しながら渡渉を繰り返す風だ。当たり前がとても新鮮な私だった。ウツボギ沢との出合の広河原では別のﾊﾟｰﾃｨｰが早くも焚火をして涼しそうな格好をして楽しそうだった。釣り人が多いとのこと。まとまった休憩時間はいらない。一人ひとり滝登りやへつりをやりすごす間で十分憩える。陽が傾き始め涼しくなるが沢の中歩くほうがいつまでも気持ちいい。進んでる割にはなかなか大石沢の出合につく気配がない、地図にある明らかな蛇行を認めた後ややして雪渓の崩れた中を横切ってやっと出合に到着。もう１７時、秋なら夕暮れだ。ﾃﾝﾄとﾂｪﾙﾄを張り、釣りをする人、焚火を熾す者、夕食の支度の方々。あっという間に暗くなる。沢音聞きながらの楽しい夕餉。焚火の火は見ていると落着く。古代から頼ってきた習慣が遺伝子に訴えているのか。炎が燃え盛る様は生きとし生けるものの象徴の様に思う。天気も悪くなさそうなのでそのまま火のそばでｼｭﾗﾌに入る。空は白鳥座、天の川が薄雲に見え隠れし、沢では時折石の転がる音が不気味に響く。ホタルが数匹ゆっくり飛んでいった時がほんの数十秒。明け方はﾎﾄﾄｷﾞｽが耳に障る程啼き続けた。ﾃﾝﾄ内にｼｭﾗﾌ､ﾒｲﾝｻﾞｯｸ等を残して日帰り沢ﾓｰﾄﾞの装い。軽いといいな～。油断してると、朝でなれてないのかｽｯﾃｰﾝ。ｶﾗﾏﾂｿｳ、ﾓﾐｼﾞｶﾗﾏﾂ、ﾋｵｳｷﾞｱﾔﾒ、ﾊｸｻﾝﾁﾄﾞﾘ､ﾊｸｻﾝｺｻﾞｸﾗ、水量が少なくなって狭くなってくる。今回のヤマ場、魚止めの滝８ｍが現れる。いつものようにNﾘｰﾀﾞｰの後に垂れたｻﾞｲﾙをﾌﾟﾙｰｼﾞｯｸで登る。苔で滑りやすく、ﾋﾔｯとする。二股で越後烏帽子が大きく聳えて見える。段々と高山の様。雪渓が張り出てくるようになる。左にｷﾇｶﾞｻｿｳの群落。最後の詰めがちょっと急。1610m最後の二股よりも手前の左股を行ってしまったようだ。ｽﾛｰﾌﾟ状草原で食事、登山道は越後烏帽子まではか細い。ﾀﾃﾔﾏﾘﾝﾄﾞｳ､ｷﾝｺｳｶ､ｷｽｹﾞがいっぱい。ｺﾊﾞｲｹｲｿｳの多すぎの様なことを言ったとたん、反撃（？）彼らを踏んだ足がﾂﾙｯと持っていた図鑑がﾋﾟｮｰﾝって飛んでいく。笑いが起こる。JPへの登りがきつい。暑い。右に大源太から谷川までの長い尾根。大きい芝倉沢の谷。後ろに巻機までの長い尾根。朝日山頂にｲﾌﾞｷｼﾞｬｺｳｿｳ､ﾎｿﾊﾞﾋﾅｳｽﾕｷｿｳ､ｼﾞｮｳｼｭｳｱｽﾞﾏｷﾞｸ。湧き水をたらふく飲み。大石沢へ急下降。ﾃﾝﾄが見える。撤収後の長ーい下り。途中短い豪雨にやられ足首まで泥の中。渡渉点すぎからﾍｯﾃﾞﾝ点灯、足場悪い中視界も利かないとﾍﾟｰｽがた落ち。行きに見つけたｴﾝﾚｲ、ﾂｸﾊﾞﾈを見てまだまだ長いとため息。荷が僧帽筋に食い込む。やっとこサ林道へ出るとまた長い。本日16時間半の行程。先々長い語り草となりﾒﾝﾊﾞｰの団結を固くするのでしょうね。ﾘｰﾀﾞｰ始め行かれた方々、連絡待ちの方々大変お疲れ様でした。また行きたい。そして今度こそ最後の二股をつめてもっと雄大な天国に続く様な草原を見たい。
